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(57)【要約】
本発明は、体腔内に挿入時の挿抜操作や湾曲操作を円滑
に行い得る内視鏡を提供することを目的とし、そのため
に、本発明の内視鏡は、被検体の内部に挿入される挿入
部４と、挿入部の長軸Ａｘ方向の先端側に配設される柱
状の先端部６と、先端部の周面に設けられ被検体の所定
の領域から観察像を取得する観察像取得部１３と、先端
部の周面に設けられ先端部の外周面から突出して設けら
れるノズル２２と、先端部の周面に設けられ先端部の径
方向における最大寸法を有する突出部と、先端部の径方
向における突出部の最大寸法よりも小さい寸法の範囲内
に設けられると共に観察像取得部に向けて流体を噴出す
る、ノズルに設けられた噴出口２２ａとを備えて構成さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の長軸方向の先端側に配設される柱状の先端部と、
　前記先端部の周面に設けられ前記被検体の所定の領域から観察像を取得する観察像取得
部と、
　前記先端部の周面に設けられ、前記先端部の外周面から突出して設けられるノズルと、
　前記先端部の周面に設けられ、該先端部の径方向における最大寸法を有する突出部と、
　前記先端部の径方向における前記突出部の最大寸法よりも小さい寸法の範囲内に設けら
れるとともに、前記観察像取得部に向けて流体を噴出する、前記ノズルに設けられた噴出
口と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端部の周面に前記観察像取得部とは別の部位に設けられ、前記被検体の前記所定
の領域を照明する照明部を、さらに有し、
　前記噴出口は、前記先端部の径方向に突出する前記照明部の最大寸法よりも小さい寸法
の範囲内に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記ノズルは、前記挿入部の前記先端部における細径部分に配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記先端部は、一部分が細径に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡。
【請求項５】
　前記突出部は、前記先端部の周面に前記ノズルとは別に設けられ、前記先端部の外周面
から突出して設けられる突起を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記先端部において前記挿入部の前記長軸に沿う方向に設けられ、前記所定の領域とは
少なくとも一部が異なる前記被検体の他の領域から他の観察像を取得する他の観察像取得
部を、さらに有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記観察像取得部は、前記観察像を光電変換する第１の撮像部を備え、
　前記第２の観察像取得部は、前記他の観察像を光電変換し前記第１の撮像部とは異なる
第２の撮像部を備えていることを特徴とする請求項６に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、側方視野を観察することのできる観察像取得部を備えた内視鏡に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、細長形状に形成された挿入部を有して構成される内視鏡は、例えば医療分野や工
業用分野等において広く利用されている。このうち、医療分野において用いられる医療用
内視鏡は、細長い挿入部を被検体となる体腔内に挿入して体腔内の臓器を観察したり、必
要に応じて内視鏡に具備される処置具挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて各種の
処置を施すことができるように構成されている。また、工業分野において用いられる工業
用内視鏡は、細長い挿入部を被検体、例えばジェットエンジンや工場配管等の内部に挿入
することによって、被検体内の状態、例えば傷及び腐蝕等の観察や検査を行うことができ
るように構成されている。
【０００３】
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　近年、従来の内視鏡を用いて行う検査等をさらに行い易くするための構成的工夫に関す
る提案が種々開示されている。例えば、内視鏡挿入部の挿入方向（長軸方向）の前方を観
察視野とする前方視野像を取得し得る構成に加えて、さらに内視鏡挿入部の側方を観察視
野とする側方視野像を同時に取得し得るように構成した内視鏡が、例えば特許出願公表２
０１３－５４４６１７号公報，特許出願公表２０１３－５４２４６７号公報等によって種
々提案されている。
【０００４】
　上記特許出願公表２０１３－５４４６１７号公報，特許出願公表２０１３－５４２４６
７号公報，特許出願公表２０１４－５２４８１９号公報等によって開示されている内視鏡
は、内視鏡挿入部の挿入方向（長軸方向）の前方を観察視野とする前方視野像を取得する
ための前方観察用光学系と、内視鏡挿入部の側方を観察視野とする側方視野像を取得する
ための側方観察用光学系とを有して構成されている。そして、これら前方観察用光学系及
び側方観察用光学系の近傍には、各光学系の外表面を洗浄するための洗浄液や気体等を噴
出させる噴出口を備えたノズルが前方及び側方に向けて突出するように配設されている。
【０００５】
　ところが、上記特許出願公表２０１３－５４４６１７号公報，特許出願公表２０１３－
５４２４６７号公報，特許出願公表２０１４－５２４８１９号公報等によって開示されて
いる内視鏡においては、側方観察用光学系の外表面を洗浄するノズルが側方に向けて突設
されていることから、当該内視鏡を例えば被検体の体腔内に挿入する際、若しくは体腔内
に挿入した当該内視鏡を抜去する際、つまり被検体の体腔内において当該内視鏡を挿入部
の長軸方向に進退させて挿抜操作を行う際や湾曲操作時に、上記ノズル等の突設部位が体
腔内壁に接触する等により、内視鏡挿入部の円滑な挿抜操作や湾曲操作を阻害してしまう
可能性があるという問題点があった。
【０００６】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、側方
観察用光学系の外表面を洗浄するノズルを先端部の周方向側方に向けて突出した形態とし
ながら、被検体の体腔内において内視鏡を挿入部の長軸方向に沿って進退させる挿抜操作
や湾曲操作を行う際の円滑な操作を実現し得る構成の内視鏡を提供することである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　　上記目的を達成するために、本発明の一態様の内視鏡は、被検体の内部に挿入される
挿入部と、前記挿入部の長軸方向の先端側に配設される柱状の先端部と、前記先端部の周
面に設けられ前記被検体の所定の領域から観察像を取得する観察像取得部と、前記先端部
の周面に設けられ、前記先端部の外周面から突出して設けられるノズルと、前記先端部の
周面に設けられ、該先端部の径方向における最大寸法を有する突出部と、前記先端部の径
方向における前記突出部の最大寸法よりも小さい寸法の範囲内に設けられるとともに、前
記観察像取得部に向けて流体を噴出する、前記ノズルに設けられた噴出口とを備えた。
【０００８】
　本発明によれば、側方観察用光学系の外表面を洗浄するノズルを先端部の周方向側方に
向けて突出した形態としながら、被検体の体腔内において内視鏡を挿入部の長軸方向に沿
って進退させる挿抜操作や湾曲操作を行う際の円滑な操作を実現し得る構成の内視鏡を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡システムの概略構成図
【図２】本発明の第１の実施形態の内視鏡の先端部の概略構成を示す要部拡大概略構成図
【図３】図２の［３］－［３］線に沿う要部拡大断面図
【図４】本発明の第１の実施形態の内視鏡の先端部の主に側面を示す要部拡大概略構成図
【図５】本発明の第１の実施形態の内視鏡を被検体の体腔内に挿入した時の先端部の近傍
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のようすを示す概念図
【図６】本発明の第２の実施形態の内視鏡における挿入部の先端部の要部拡大概略構成図
【図７】本発明の第３の実施形態の内視鏡において先端部に設けられる側方視野観察窓用
ノズルを示し、図６の［７］－［７］線に沿う部分に相当する部位の要部拡大断面図
【図８】図７の側方視野観察窓用ノズルにおいて、図６の符号［８］で示す部位（側方視
野観察窓用ノズル）に相当する拡大平面図
【図９】本発明の第４の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部における側方視野観察窓用ノ
ズル近傍を拡大して示す要部拡大断面図
【図１０】本発明の第５の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断
面図
【図１１】図１０の［１１］－［１１］線に沿う縦断面図
【図１２】本発明の第６の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部を拡大して示す要部
拡大断面図
【図１３】図１２の［１３］－［１３］線に沿う縦断面図
【図１４】本発明の第７の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部における長軸に直交
する面の縦断面図
【図１５】本発明の第８の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部の側面を示す平面図
【図１６】図１５の［１６］－［１６］線に沿う縦断面図
【図１７】本発明の第９の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部の側面を示す平面図
【図１８】図１７の［１８］－［１８］線に沿う縦断面図
【図１９】本発明の第１０の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大
断面図
【図２０】図１９の矢印２０方向から見た先端部の正面図
【図２１】本発明の第１１の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大
断面図
【図２２】図２１の矢印２２方向から見た先端部の正面図
【図２３】本発明の第１２の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大
断面図
【図２４】本発明の第１３の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大
断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。以下の説明に用いる各図面は模式
的に示すものであり、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさで示すために、各部
材の寸法関係や縮尺等を各構成要素毎に異ならせて示している場合がある。したがって、
本発明は、これら各図面に記載された構成要素の数量，構成要素の形状，構成要素の大き
さの比率，各構成要素の相対的な位置関係等に関し、図示の形態のみに限定されるもので
はない。
【００１１】
　［第１の実施形態］
　まず、本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡システム全体の概略構成について
、図１を用いて以下に説明する。図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡
システムの概略構成図である。
【００１２】
　本実施形態の内視鏡システム１は、内視鏡２と、光源装置３１と、ビデオプロセッサ３
２と、表示装置３５と、外部入力機器であるキーボード３６と、架台３７と、記録装置３
８等によって構成されている。
【００１３】
　内視鏡２は、操作部３と、挿入部４と、ユニバーサルコード５等によって構成されてい
る。このうち、挿入部４は、先端から順に先端部６，湾曲部７，可撓管部８が連設して形
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成された細長管形状の構成ユニットである。挿入部４の基端は、操作部３の先端に連設さ
れている。挿入部４は、当該内視鏡２の使用時には被検体の管腔内、即ち体腔内に挿入さ
れる構成部である。
【００１４】
　挿入部４の可撓管部８は、可撓性を有し中空の長尺管状部材を用いて形成され、基端側
が上記操作部３の先端に連設され、先端側が湾曲部７の基端に連設されている。可撓管部
８の内部には、先端部６から延出される各種信号線やライトガイドケーブル，処置具チャ
ンネル等が挿通配置されている。
【００１５】
　湾曲部７は、当該挿入部４の挿入軸に対して上下方向及び左右方向に湾曲自在に形成さ
れる構成部である。湾曲部７自体の構成は、従来一般的な内視鏡において適用されている
ものと同様に、例えば複数の湾曲コマを連接して構成した形態のものが適用されている。
したがって、湾曲部についての詳細構成の説明及び内部構成の図示は省略する。湾曲部７
の基端側は上記可撓管部８の先端に連設されており、先端側は先端部６の基端に連設され
ている。なお、湾曲部７は、後述する操作部３の湾曲操作ノブ９を操作することによって
、例えば上下方向及び左右方向への湾曲が自在となるように構成されている。
【００１６】
　先端部６は、挿入部４の長軸方向（挿入軸方向；後述する図２～図５の符号Ａｘ参照）
の最先端側に配設され、硬質部材によって構成されており、先端部及び内部に各種の構成
部材を配置した前記挿入部の長軸方向に延出する部分を有する柱状の構成ユニットである
。ここで、柱状とは、円柱や円の一部をカットした断面がＤの字のような形状を長手方向
に引き伸ばした形状等のほか、多角形柱、錐形の先端部を除去した形状などが含まれる。
なお、先端部６の詳細構成については後述する（図２，図３参照）。
【００１７】
　操作部３は、使用者（ユーザ）が使用時に手によって把持し、当該内視鏡２を支持する
構成部である。この操作部３の一方の端部外周面上には、各種の操作を行うための複数の
操作部材が配設されている。これら複数の操作部材は、使用者（ユーザ）が当該操作部３
を把持したとき、その手指が届く範囲内の部位にそれぞれ配設されている。上記複数の操
作部材としては、具体的には、例えば送気送液操作ボタン２４，スコープスイッチ２５，
吸引操作ボタン２６，湾曲操作ノブ９等がある。
【００１８】
　送気送液操作ボタン２４は、挿入部４の先端部６に設けられている前方視野観察窓用ノ
ズル１９及び側方視野観察窓用ノズル２２（後述する；図２～図５参照）から洗浄用の気
体や液体等を選択的に噴出させるための操作部材である。
【００１９】
　吸引操作ボタン２６は、挿入部４の先端部６に設けられているチャンネル先端開口部（
不図示）から体腔内の粘液等を回収するために吸引操作を行うための操作部材である。
【００２０】
　スコープスイッチ２５は、挿入部４の先端部６に設けられている撮像部（不図示；対物
光学系及び撮像素子等からなる構成ユニット）によって取得された内視鏡画像を表示装置
３５を用いて表示する際の表示形態を切り換えるための操作部材である。
【００２１】
　上記送気送液操作ボタン２４，スコープスイッチ２５，吸引操作ボタン２６等の各操作
部材は、操作部３の内部においてそれぞれが対応する複数の操作スイッチに連動している
。そして、これら複数の操作スイッチは、操作部３の内部メイン基板（不図示）に実装さ
れている。この操作部３の内部メイン基板は、ビデオプロセッサ３２との間で電気的に接
続されている。この構成により、上記各操作部材が使用者（ユーザ）によって操作される
と、これに連動する操作スイッチからは対応する所定の指示信号が発生する。その指示信
号は、ビデオプロセッサ３２へと伝達され対応する制御処理が実行される。
【００２２】
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　一方、湾曲操作ノブ９は、操作部３の内部に配設されている湾曲操作機構（不図示）を
操作するための回転操作部材である。
【００２３】
　操作部３に設けられる操作部材としては、上述の例示のほかにも各種の操作部材がある
が、それら個々の操作部材については、従来一般的な内視鏡において適用されているもの
と同様であるので、その詳細説明及び図示は省略する。
【００２４】
　また、操作部３の先端寄りの部位には、側方から外方に向けて処置具挿入口２７が突設
されている。この処置具挿入口２７は、操作部３及び挿入部４の内部に挿通配置される処
置具チャンネル（不図示）に連通している。この処置具チャンネルは、操作部３の内部か
ら挿入部４の内部を挿通配置され、該挿入部４の先端部６の前面に開口するチャンネル先
端開口部（不図示）に至るチューブ等の管状部材によって形成されている。
【００２５】
　使用者（ユーザ）は、内視鏡システム１の内視鏡２を介して不図示の処置具を用いた処
置等を行う際には、上記処置具挿入口２７から所定の処置具を挿入し、当該処置具を上記
処置具チャンネル内に挿通させて後、上記処置具の先端部分を上記チャンネル先端開口部
から挿入方向前方に向けて突出させる。これにより、処置具の先端部位を体腔内の所望の
被検部位に到達させることができ、よって、治療等の各種の処置を行うことができるよう
に構成されている。
【００２６】
　操作部３の側部からは、外方に向けてユニバーサルコード５が延出している。このユニ
バーサルコード５は、複数の信号線及びライトガイドケーブル，送気送液チューブ，吸引
チューブ等が内部に挿通配置されてなるケーブル部材である。ユニバーサルコード５の先
端にはコネクタ２９が設けられている。
【００２７】
　上記コネクタ２９には、流体管路接続口金（不図示）と、照明光供給端部であるライト
ガイド口金（不図示）と、電気接点部２９ａ等が設けられている。ここで、流体管路接続
口金には送気送液装置３９が、ライトガイド口金には光源装置３１が、電気接点部２９ａ
には接続ケーブル３３の一端が、それぞれ着脱自在に接続されている。
【００２８】
　上記接続ケーブル３３の他端にはコネクタ３３ａが設けられていて、このコネクタ３３
ａは信号処理及び制御手段であるビデオプロセッサ３２に接続されている。
【００２９】
　光源装置３１は、照明光を発生させる構成ユニットである。この光源装置３１には、上
述したようにライトガイドケーブルが接続されている。このライトガイドケーブルは、ユ
ニバーサルコード５内部を挿通した後、操作部３及び挿入部４の内部を挿通し、挿入部４
の先端部６の内部にまで到達している。これにより、光源装置３１から出射された照明光
はライトガイドケーブルによって上記先端部６まで導光される。
【００３０】
　ここで、上記ライトガイドケーブルは、図示は省略しているが、その先端側において、
例えば挿入部４の内部の所定の部位にて分岐している。そして、その一方は側方視野照明
用ライトガイドとして、他方は前方視野照明用ライトガイドとして、各先端がいずれも先
端部６の内部における各所定の部位（各照明窓１４，１５；図２，図３参照）に接続配置
されている。
【００３１】
　具体的には、側方視野照明用ライトガイドは、その先端が先端部６の側方視野照明窓１
５近傍に配置される。これにより、上記光源装置３１から上記側方視野照明用ライトガイ
ドへと導光された照明光は、側方視野照明窓１５から外方へと出射され側方視野を照明す
る（図２，図３参照）。
【００３２】
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　また、前方視野照明用ライトガイドは、その先端が先端部６の先端面に設けられた前方
視野照明窓１４に接続される。これにより、上記光源装置３１から上記前方視野照明用ラ
イトガイドへと導光された照明光は、前方視野照明窓１４から外方へと出射され前方視野
を照明する（図２参照）。
【００３３】
　ビデオプロセッサ３２は、本内視鏡システム１の統括的な制御を行う制御手段であり、
各種の電気信号を処理する信号処理手段である。このビデオプロセッサ３２は、例えば、
撮像部等を駆動するための制御信号を供給したり、操作部３の各種操作部材からの指示信
号を受けて対応する制御信号を出力する。また、ビデオプロセッサ３２は、例えば、撮像
部（の撮像素子）から出力された画像信号を受けて所定の信号処理を行って表示用の画像
信号を生成したり記録用の画像データを生成する。そのために、ビデオプロセッサ３２の
内部には、各種指示信号を受けて撮像部からの出力信号（画像信号）に対して種々の指示
に対応する画像信号処理を行う画像処理部や、操作部３からの指示信号を検出する操作検
出部等の電子制御回路等を構成する複数の基板ユニットが配設されている。
【００３４】
　表示装置３５は、上記ビデオプロセッサ３２によって生成された表示用画像信号を受け
て、表示画面上に内視鏡画像を連続的に表示するための構成ユニットである。表示装置３
５としては、例えば液晶表示（Liquid Crystal Display；ＬＣＤ）装置や有機エレクトロ
ルミネッセンス（有機ＥＬ；Organic Electro-Luminescence：ＯＥＬ）表示装置等のほか
、ＣＲＴ（陰極線管（ブラウン管）；Cathode Ray Tube）等を用いた一般的な表示装置が
適用される。
【００３５】
　キーボード３６は、ビデオプロセッサ３２と電気的に接続されていて、ビデオプロセッ
サ３２に対して指示を入力したり、患者情報等の各種情報を入力するための外部入力機器
である。なお、ビデオプロセッサ３２に接続される外部入力機器としては、上記キーボー
ド３６のほかに、例えばマウス，トラックボール，ジョイスティック，タッチパッド等の
ポインティングデバイス，フットスイッチ等のほか、音声入力装置や、表示装置３５の表
示画面上に配設されるタッチパネル等、既存の種々の機器を適宜適用することができ、一
つの外部入力機器のみに限らず、複数の外部入力機器を同時に備えるような構成としても
よい。
【００３６】
　架台３７は、上記光源装置３１，ビデオプロセッサ３２，表示装置３５，外部入力機器
（キーボード３６等）等の構成ユニットのほか、不使用時の内視鏡２を吊下げる等により
一時的に載置するための収納載置用装置である。
【００３７】
　記録装置３８は、取得された内視鏡画像データ等のほか関連する各種データ、例えば患
者データ等を記録するための構成部である。
【００３８】
　本実施形態の内視鏡システム１全体についての概略構成は以上の通りである。上記の説
明にて省略した構成については、従来一般に実用化されている内視鏡システムと同様の構
成を有しているものとする。
【００３９】
　次に、先端部６の構成について、主に図２，図３を用いて以下に説明する。図２は、本
実施形態の内視鏡２の先端部６を拡大して、その概略構成を示す要部拡大概略構成図であ
る。図３は、図２の［３］－［３］線に沿う要部拡大断面図である。図４は、本実施形態
の内視鏡２の先端部６の主に側面を示す要部拡大概略構成図である。図５は、本実施形態
の内視鏡２を被検体の体腔内に挿入した時の先端部６の近傍のようすを示す概念図である
。
【００４０】
　なお、図２～図５は、本発明の要旨となる構成部分のみを主に図示し、その他の構成部
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材についての図示は省略している。また、図３～図５においては、先端部の長軸周りの周
面上（即ち側方）に配置される構成部材のみを図示し、前面の構成部材等については図示
を省略している。さらに、図３においては、内視鏡の長軸に沿う縦断面を示すが、当該先
端部６の内部の詳細構成は、本発明に直接関連しない部分であるので、その図示を省略し
ている。さらに、図５については、ノズル２２のみを部分的に断面として図示している。
なお、図２～図５において、符号Ａｘは、内視鏡２の長軸（挿入軸ともいう）を示してい
る。
【００４１】
　本実施形態の内視鏡２における先端部６は、その前面に複数の前方視野照明窓１４と、
一つの前方視野観察窓１２と、一つの前方視野観察窓用ノズル１９等が配設されている。
また、同先端部６の長軸Ａｘ周りの周方向、即ち当該先端部６の外周面上には、複数の側
方視野照明窓１５と、複数の側方視野観察窓１３と、複数の側方視野観察窓用ノズル２２
等が配設されている。
【００４２】
　なお、本実施形態の内視鏡２において、側方視野を臨む所定の方向を第１の方向という
ものとし、この第１の方向を含む所定の視野領域を第１の領域というものとする。そして
、側方視野観察窓１３は、第１の方向である側方からの側方視野像（第１の観察像）を取
得するための観察像取得部の一部を構成する構成部である。つまり、第１の観察像は、挿
入部４の長軸Ａｘ方向に略直交する等、長軸Ａｘに対して交わる方向で、同挿入部４の側
方（第１の領域）を含む第１の方向の観察像である。なお、上記観察像取得部は、側方視
野像（第１の観察像）を光電変換する第１の撮像部（不図示）を含んで構成されている。
【００４３】
　また、本実施形態の内視鏡２において、前方視野を臨む方向を、上記第１の方向（側方
視野を臨む方向）とは異なる他の方向である第２の方向というものとし、この第２の方向
の視野領域を上記第１の領域とは異なる他の領域を含む第２の領域というものとする。
【００４４】
　そして、前方視野観察窓１２は、第２の方向である前方からの前方視野像（上記第１の
観察像とは異なる部分を含む他の観察像である第２の観察像という）を取得するための第
２の観察像取得部の一部を構成する構成部である。つまり、第２の観察像は、挿入部４の
長手方向に略平行で挿入部４の前方を含む第２の方向の観察像である。なお、上記第２の
観察像取得部は、前方視野像（第２の観察像）を光電変換し上記第１の撮像部とは異なる
第２の撮像部（不図示）を含んで構成されている。
【００４５】
　換言すると、前方視野観察窓１２（第２の観察像取得部）は、先端部６において挿入部
４の長軸Ａｘに沿う方向に設けられ、上記第１の領域とは少なくとも一部が異なる被検体
の第２の領域から第２の観察像（前方視野像）を取得する。
【００４６】
　即ち、前方視野観察窓１２は、前方視野を観察するために先端部６の前面に設けられる
開口窓であり、前方観察用光学系であって、前方観察像取得部（第２の観察像取得部）で
ある。そして、これも図示を省略しているが、当該先端部６の内部において、上記前方視
野観察窓１２の後方には、不図示の対物光学系が固定配置されている。上記前方視野観察
窓１２は、本内視鏡２の挿入方向における前方から入射する光束を受けて上記対物光学系
（不図示）へと導光するための開口となっている。なお、対物光学系の光軸上において後
方には、観察像取得部によって取得された観察像を光電変換する撮像部（不図示）が配設
されている。
【００４７】
　前方視野観察窓用ノズル１９は、上記前方視野観察窓１２の外面側表面を洗浄するため
の洗浄液及び気体等の流体（以下、洗浄液等というものとする）を噴出させる噴出口を備
えて形成される構成部である。
【００４８】
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　前方視野照明窓１４は、前方視野内の観察対象となる被検体に向けて照明光を出射する
照明用の開口窓である。そのために、図示は省略しているが、先端部６の内部において前
方視野照明窓１４の後方には、上記ライトガイドケーブル（不図示）から分岐した上記前
方視野照明用ライトガイド（不図示）の先端面が対向配置されている。これにより、上記
光源装置３１から上記前方視野照明用ライトガイド（不図示）へと導光された照明光は、
当該前方視野照明窓１４へと導光され、ここから外方前方へと出射されて、前方視野を照
明する。なお、本実施形態においては、前方視野照明窓１４は、前方視野観察窓１２を挟
むようにして２個一対が互いに対向する位置に設けられている例を示している。
【００４９】
　一方、側方視野観察窓１３は、被検体の体腔内において側方視野（第１の領域）の側方
視野像（第１の観察像）を観察するために設けられる（側方）観察像取得部であり、先端
部６の周面上において複数設けられる開口窓であって、側方観察用光学系である。
【００５０】
　本実施形態においては、側方視野観察窓１３は、先端部６の周面上（周方向）において
長軸Ａｘ周りに角度１８０度を隔てた各位置に一対設けた例を示している。側方視野観察
窓１３を臨む先端部６の内部空間には、反射光学系を含む対物光学系が固定配置されてい
る。これにより、側方視野観察窓１３は、先端部６の長軸Ａｘを挟んで両側方から入射す
る光束を受けて対物光学系へと導光するための開口となっている。なお、図３においては
、一対の側方視野観察窓１３のうちの一方のみを図示しており、他方は図示されない位置
に設けられている。
【００５１】
　側方視野照明窓１５は、側方視野内の観察対象となる被検体に向けて照明光を出射する
照明用の照明部としての開口窓である。そのために、当該側方視野照明窓１５は、内視鏡
２の長軸Ａｘに直交する方向、即ち先端部６の周面上において側方視野観察窓１３（観察
像取得部）とは別の部位に設けられ、被検体の第１の領域を照明するために周方向（即ち
当該先端部６の側方）に向けて開口する照明部として設けられている。そして、側方視野
照明窓１５は、上記一対の側方視野観察窓１３のそれぞれについて一対設けられている。
つまり、一対の側方視野照明窓１５は、一つの対応する側方視野観察窓１３を挟むように
して互いに対向する位置に配置されている。
【００５２】
　なお、これも図示は省略しているが、先端部６の内部において側方視野照明窓１５の後
方には、上記ライトガイドケーブル（不図示）から分岐した上記側方視野照明用ライトガ
イド（不図示）の先端面が対向配置されている。これにより、上記光源装置３１から上記
側方視野照明用ライトガイド（不図示）へと導光された照明光は、当該側方視野照明窓１
５へと導光され、ここから外方側方へと出射されて側方視野を照明する。
【００５３】
　側方視野観察窓用ノズル２２は、側方視野観察窓１３の外表面を洗浄するために側方視
野観察窓１３の外表面に向けて洗浄液等を噴出させるための噴出口２２ａを備えた構成部
である。この側方視野観察窓用ノズル２２は、上記一対の側方視野観察窓１３のそれぞれ
に対応させて各一つずつ設けられている。ここで、側方視野観察窓用ノズル２２は、先端
部６の基端寄りの部位に配置されている。そして、この側方視野観察窓用ノズル２２の噴
出口２２ａは、長軸Ａｘに沿う方向であって先端部６の先端側に向けて開口している。こ
の噴出口２２ａの幅寸法は、例えば側方視野観察窓１３の幅寸法よりも狭い幅となるよう
に設定されている。
【００５４】
　上記側方視野観察窓用ノズル２２は、先端部６の内部において上記送気送液チューブ（
図３の符号２２ｘ）の先端が接続されており、この送気送液チューブ２２ｘは、挿入部４
の内部を挿通し、操作部３，ユニバーサルコード５を挿通下後、コネクタ２９の流体管路
接続口金（不図示）を介して送気送液装置３９に接続されている。これにより、ビデオプ
ロセッサ３２の制御下において、送気送液操作ボタン２４等の操作部材からの指示信号に
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基づいて送気送液装置３９が制御されて送気送液動作がなされると、側方視野観察窓用ノ
ズル２２の噴出口２２ａから洗浄液等が所定のタイミングで噴出されるように構成されて
いる。
【００５５】
　なお、本実施形態においては、先端部６の周面上において長軸Ａｘに沿う方向に先端側
から、一方の側方視野照明窓１５，側方視野観察窓１３，他方の側方視野照明窓１５，側
方視野観察窓用ノズル２２の順に並べて配置されている。
【００５６】
　さらに、本実施形態の内視鏡２の先端部６においては、側方視野観察窓用ノズル２２の
径方向の突出位置（図３に示す符号［Ｂ］参照）は、側方視野観察窓１３の径方向の突出
位置（図３に示す符号［Ａ］参照）よりも低い位置となるように形成されている。
【００５７】
　換言すると、側方視野観察窓用ノズル２２の最大外径（符号［Ａ］）よりも側方視野観
察窓１３の最大外径（符号［Ｂ］）の方が「大」となるように設定されている。
【００５８】
　つまり、側方視野観察窓１３（観察像取得部）を含む先端部６において、側方視野観察
窓用ノズル２２は、長軸Ａｘ周りの径方向に突出する側方視野観察窓１３（観察像取得部
）の最大寸法よりも短い径寸法の範囲内となるように、径方向の突出する最大寸法が設定
されている。なお、噴出口２２ａは、この側方視野観察窓用ノズル２２の一部位に設けら
れている。
【００５９】
　このような構成において、側方視野観察窓用ノズル２２の噴出口２２ａから噴出される
洗浄液等は、図３の矢印［Ｃ］及び図４の矢印［Ｄ］，［Ｅ］に示すように、支障なく側
方視野観察窓１３の外表面へと到達し、これを洗浄することができるような構成となって
いる。
【００６０】
　なお、本実施形態においては、一対の側方視野照明窓１５の最大外径を側方視野観察窓
用ノズル２２の最大外径（符号［Ａ］）よりも「小」となるように設定している（図３等
参照）。このような構成とする場合には、次の点に考慮して、側方視野照明窓１５の最大
外径を設定する必要がある。即ち、少なくとも基端寄りの側方視野照明窓１５の最大外径
については、当該側方視野照明窓１５から出射される照明光が、側方視野観察窓用ノズル
２２によって遮られないように設定する。このようにすれば、側方視野照明窓１５の最大
外径を側方視野観察窓用ノズル２２の最大外径（符号［Ａ］）よりも「小」となるように
設定してもよい。
【００６１】
　一方、この設定に限ることは無い。例えば、一対の側方視野照明窓１５の最大外径を側
方視野観察窓用ノズル２２の最大外径（符号［Ａ］）よりも「大」となるように設定して
もよい。
【００６２】
　つまり、側方視野観察窓用ノズル２２の最大外径（符号［Ａ］）は、側方視野観察窓１
３又は一対の側方視野照明窓１５の各最大外径よりも「小」とする設定になっていればよ
い。
【００６３】
　なお、側方視野観察窓１３の最大外径を最も「大」とした場合には、側方観察像の視野
を有効に確保することができるという利点がある。
【００６４】
　このような構成による本実施形態の内視鏡２においては、図５に示すような状況、即ち
被検体の体腔内において内視鏡２を挿抜操作を行ったり湾曲操作を行うのに際し、先端部
６の側方（径方向）に突設されている複数の構成物（１３，１５，２２等）のうち、体腔
内壁の粘膜１００に接触した場合に内視鏡２の挿抜操作や湾曲操作を阻害する可能性のあ
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る側方視野観察窓用ノズル２２が、常に体腔内壁の粘膜１００と接触し難い位置にある。
したがって、内視鏡２の挿抜操作や湾曲操作を常に円滑に行うことができるようになる。
【００６５】
　以上説明したように上記第１の実施形態によれば、側方視野観察窓用ノズル２２の最大
外径（符号［Ａ］）を、側方視野観察窓１３の最大外径（符号［Ｂ］）や一対の側方視野
照明窓１５の最大外径よりも「小」となるように設定することで、被検体の体腔内におい
て内視鏡２を挿抜操作したり湾曲操作する際に、側方視野観察窓用ノズル２２が体腔内壁
の粘膜に接触し難い状況となり、よって内視鏡２の挿抜操作や湾曲操作を常に円滑に行う
ことができる。
【００６６】
　なお、上述の第１の実施形態においては、側方視野観察窓用ノズル２２の最大外径に着
目して、側方視野観察窓用ノズル２２の先端部６の径方向における位置設定を行うように
しているが、噴出口２２ａの位置に着目した設定としてもよい。このような構成例として
は、以下に説明する各実施形態でも同様に適用され得る。
【００６７】
　つまり、例えば、上述の第１の実施形態の構成では、側方視野観察窓用ノズル２２の最
大外径（符号［Ａ］）よりも側方視野観察窓１３の最大外径（符号［Ｂ］）の方が「大」
となるように設定しているところを、側方視野観察窓用ノズル２２の噴出口２２ａの配設
される位置を最大外径として、この噴出口２２ａの位置よりも側方視野観察窓１３の最大
外径（符号［Ｂ］）の方が「大」となるように設定すればよい。
【００６８】
　また、上述の第１の実施形態においては、各照明窓（１４，１５）へと照明光を導く構
成として照明用ライトガイドを用いた構成例を示しているがこれに限られることはなく、
例えば各照明窓（１４，１５）の後方つまり先端部６の内部に、例えば発光ダイオード（
Light Emitting Diode；ＬＥＤ）等の照明用発光部材を配置する形態としてもよい。この
構成例としては、後述する各実施形態でも同様に適用できる。
【００６９】
　さらに、上述の第１の実施形態では、側方視野観察窓用ノズル２２の配置について、先
端部６の周面上に突設される各構成部材のうち最も基端側に配置するように構成している
が、この形態に限られることはない。例えば、側方視野観察窓用ノズル２２を先端部６に
おいて先端寄りの部位に設けてもよい。その場合には、噴出口２２ａは、基端側に向けて
開口するように配設される。そして、当該側方視野観察窓用ノズル２２から基端側に向け
て一対の側方視野照明窓１５及び側方視野観察窓１３を適宜配設すればよい。
【００７０】
　ただし、側方視野観察窓用ノズル２２に接続すべき送気送液チューブ２２ｘの配置空間
を先端部６の内部に確保する必要があることから、側方視野観察窓用ノズル２２を先端寄
りの部位に配置することは、先端部６が太径化する傾向がある。したがって、先端部６の
太径化を抑制するための先端部６の内部構成レイアウトを考慮すると、側方視野観察窓用
ノズル２２の配置は、一対の側方視野照明窓１５及び側方視野観察窓１３等の他の構成部
材よりも基端寄りの部位に配設するのが好ましい。
【００７１】
　［第２の実施形態］
　上述したように上記第１の実施形態においては、内視鏡２の挿入部４の先端部６の周面
上に設けられる構成部材のうち一対の側方視野照明窓１５，側方視野観察窓１３，側方視
野観察窓用ノズル２２の三種の構成部材の配置を、長軸Ａｘ（挿入軸）方向に並べて配置
する構成としていた。
【００７２】
　つまり、この場合、側方視野観察窓１３と側方視野観察窓用ノズル２２との間に、一対
の側方視野照明窓１５のうちの一方（基端寄りの側方視野照明窓１５）が配置される構成
となっている。



(12) JP WO2016/190086 A1 2016.12.1

10

20

30

40

50

【００７３】
　このような配置とした場合、側方視野観察窓用ノズル２２の噴出口２２ａから噴出され
る洗浄液等は、その一部が基端寄りの側方視野照明窓１５の外表面上を通過した後に側方
視野観察窓１３へと到達することになる。
【００７４】
　そこで、側方視野観察窓用ノズル２２の噴出口２２ａから噴出された洗浄液等が側方視
野観察窓１３の外表面に向けて直接噴出されるような工夫を施した構成として、次の第２
の実施形態の内視鏡における挿入部の先端部についての形態を例示する。
【００７５】
　図６は、本発明の第２の実施形態の内視鏡における挿入部の先端部の要部拡大概略構成
図である。
【００７６】
　本実施形態の内視鏡において、先端部６Ａの周面上に設けられる構成部材のうち側方視
野観察窓１３と側方視野観察窓用ノズル２２Ａとは、長軸Ａｘに沿う方向に並べて配置さ
れている。そして、一対の側方視野照明窓１５は、側方視野観察窓１３を挟むようにして
互いに対向する位置に配置されている。この場合において、本実施形態の構成例では、一
対の側方視野照明窓１５と側方視野観察窓１３とを結ぶ線（図６において符号［Ｆ］参照
）上において並べて配置されている。ここで、上記符号［Ｆ］で示す線は、長軸Ａｘに対
して傾いた直線である。
【００７７】
　この際、前述の第１の実施形態と同様、側方視野観察窓１３（観察像取得部）を含む先
端部６において、側方視野観察窓用ノズル２２は、長軸Ａｘ周りの径方向に突出する側方
視野観察窓１３（観察像取得部）の最大寸法よりも短い径寸法の範囲内となるように、ま
たは、側方視野観察窓用ノズル２２は、長軸Ａｘ周りの径方向に突出する側方視野照明窓
１５の最大寸法よりも短い径寸法の範囲内となるように、径方向の突出する最大寸法が設
定されている。
【００７８】
　したがって、このような構成により、一対の側方視野照明窓１５のうちの一方、即ち基
端寄りの側方視野照明窓１５等、他の構成物が、側方視野観察窓１３と側方視野観察窓用
ノズル２２との間に配置されず、よって噴出口２２ａから噴出された洗浄液等は、側方視
野観察窓１３の外表面に向けて直接噴出させることができる。
【００７９】
　［第３の実施形態］
　さらに、図６に示す本実施形態においては、内視鏡２の挿抜操作や湾曲操作をさらに円
滑に行い得る様にするための工夫として、図７，図８に示すような第３の実施形態が考え
られる。
【００８０】
　図７は、本発明の第３の実施形態の内視鏡において、先端部に設けられる側方視野観察
窓用ノズルを示す図である。この図７は、図６の［７］－［７］線に沿う部分に相当する
部位の要部拡大断面図である。図７では主に本実施形態の内視鏡における側方視野観察窓
用ノズル近傍を取り出してその断面を示している。図８は、図６の符号［８］で示す部位
（側方視野観察窓用ノズル）に相当する拡大平面図である。
【００８１】
　図７，図８に示すように、本実施形態においては、側方視野観察窓用ノズル２２Ａの外
表面上における各エッジ部（２２ｂ，２２ｃ，２２ｄ）にＲ面取り等が施されている例を
示す。このように側方視野観察窓用ノズル２２Ａの外表面に、所定の表面処理を施すこと
によって、より滑らかな外表面を形成している。
【００８２】
　したがって、これにより、先端部６の周面上において径方向に突設される構成部材のう
ち、体腔内壁の粘膜に接触した場合に内視鏡２の挿抜操作や湾曲操作を阻害する可能性の
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ある側方視野観察窓用ノズル２２Ａにおいて、その外表面上のエッジ部分をなくし滑らか
な表面形状となるように形成したので、当該側方視野観察窓用ノズル２２Ａが体腔内壁の
粘膜に接触したとしても、その表面上を円滑に摺接させることができる。したがって、体
腔内における内視鏡２の挿抜操作若しくは湾曲操作を、さらに円滑に行うことができる。
【００８３】
　［第４の実施形態］
　一方、図９は、本発明の第４の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部における側方視野観
察窓用ノズル近傍を拡大して示す要部拡大断面図である。
【００８４】
　本実施形態は、上述の第１の実施形態の内視鏡における挿入部の先端部６において、噴
出口２２ａから噴出された洗浄液等が側方視野観察窓１３に向けて円滑にかつ確実に到達
するような工夫を施した構成例である。
【００８５】
　即ち、上記第１の実施形態の内視鏡２の挿入部４の先端部６においては、周面上に設け
られる構成部材（１５，１３，２２）は、長軸Ａｘに沿って並べて配置されている。
【００８６】
　この構成に対し、本実施形態においては、図９に示すように、側方視野観察窓用ノズル
２２と一対の側方視野照明窓１５のうち基端寄りの側方視野照明窓１５との間であって、
噴出口２２ａの近傍に、当該噴出口２２ａから噴出される洗浄液等の噴出経路を整えるた
めの整流部４０を、さらに設けて構成している。
【００８７】
　上記整流部４０は、噴出口２２ａの開口に対向する部位に斜面部を有して構成される部
材である。この整流部４０の斜面部は、噴出口２２ａの開口に対向する位置（先端部６の
径方向における位置）から径方向に「大」となる方向に向けて傾斜を有するように形成さ
れている（図９参照）。そして、整流部４０の斜面の頂部（即ち最大外径部）は、基端寄
りの側方視野照明窓１５の径方向の最大外径寸法よりも「大」となるように、かつ側方視
野観察窓１３の最大外径寸法と略同等若しくは若干「大」となるように設定された構成と
なっている。
【００８８】
　このように構成された整流部４０を噴出口２２ａの近傍に配設することによって、噴出
口２２ａから噴出された洗浄液等を、図９の矢印［Ｇ］で示すような経路に整流して、当
該洗浄液等が常に円滑に側方視野観察窓１３の外表面へと到達させることができる。
【００８９】
　［第５の実施形態］
　次に、本発明の第５の実施形態の内視鏡について、以下に説明する。図１０，図１１は
、本発明の第５の実施形態の内視鏡を示す図である。このうち図１０は、本実施形態の内
視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断面図である。図１１は、図１０の［１１
］－［１１］線に沿う縦断面図である。
【００９０】
　なお、図１０，図１１においても、上述の第１の実施形態と同様に、本発明の要旨とな
る構成部分のみを主に図示し、その他の構成部材についての図示は省略している。即ち、
図１０，図１１において、先端部の長軸周りの周面上（即ち側方）に配置される構成部材
のみを図示し、前面の構成部材等については図示を省略している。図１０，図１１におい
ては、先端部の内部構成部材の詳細構成は、本発明に直接関連しない部分であるので、そ
の図示を省略している。なお、図１０において、符号Ａｘは内視鏡の長軸（挿入軸ともい
う）を示す。
【００９１】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。したがって、上
述の第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して、その詳細説明は省略し
、異なる部分のみについて、以下に詳述する。
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【００９２】
　本実施形態の内視鏡挿入部における先端部６Ｂは、上述の第１の実施形態と同様に、周
面上において径方向に突設される各種構成部材（１３，１５，２２）を有している。これ
に加えて、本実施形態における先端部６Ｂにおいては、一対の側方視野照明窓１５のうち
先端寄りの側方視野照明窓１５の近傍であって当該側方視野照明窓１５よりもさらに先端
側の一部位と、側方視野観察窓用ノズル２２の近傍であって当該側方視野観察窓用ノズル
２２よりも基端側の一部位とのそれぞれの部位に、当該先端部６Ｂの周面上から径方向外
方に向けて突出するように形成される突起である突状部４１が形成されている。
【００９３】
　この場合において、この突状部４１の頂部の最大外径寸法（図１０の符号［Ｈ］参照）
は、上記先端部６Ｂの周面上に径方向に突設される各種構成部材、即ち側方視野観察窓１
３，側方視野照明窓１５，側方視野観察窓用ノズル２２のいずれの最大外径寸法よりも「
大」となるように形成されている。
【００９４】
　つまり、上記突状部４１（突起）は、先端部６Ｂにおいて、側方視野観察窓用ノズル２
２の最大外径寸法（若しくは噴出口２２ａが設けられている部分の外径寸法）よりも長軸
Ａｘ周りの径方向に突出する最大径寸法が「大」となるように設定されている。なお、こ
の突状部４１の先端頂部は、例えばＲ面取り等が施されている。
【００９５】
　また、上記突状部４１は、少なくとも側方視野観察窓用ノズル２２の幅寸法（周方向の
寸法）よりも「大」となるように設定されている。
【００９６】
　さらに、突状部４１の高さ寸法、即ち頂部の最大外径寸法（符号［Ｈ］）については、
一対の側方視野照明窓１５から出射される照明光の照射範囲を妨げないように設定する必
要がある。
【００９７】
　なお、上記突状部４１は、先端部６Ｂに対して一体となるように形成されているものと
すればよい。これとは別に、例えば突状部４１を先端部６Ｂとは別体の構成部材として形
成し、別部材としての突状部４１を先端部６Ｂの所定の部位に接着若しくはネジ止め，嵌
め込み等、その他の各種固定手段を用いて先端部６Ｂと一体となるように固定するような
構成でもよい。その他の構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。
【００９８】
　このように構成した上記第５の実施形態の内視鏡においては、先端部６Ｂの周面上の所
定の部位に上記突状部４１を形成することによって、内視鏡を被検体の体腔内にて挿抜操
作若しくは湾曲操作が行われる際には、側方視野観察窓用ノズル２２等、周面上から径方
向に突設された各種構成部材が体腔内壁の粘膜に接触してしまうことを避けることができ
るような構成となっている。
【００９９】
　また、この場合において、突状部４１の先端頂部にＲ面取り等が施したことから、当該
突状部４１の先端頂部が体腔内壁の粘膜に接触した状態で、挿抜操作若しくは湾曲操作が
行われた場合、突状部４１は、体腔内壁の粘膜表面上を円滑に摺動する。したがって、体
腔内における内視鏡２の挿抜操作若しくは湾曲操作を、円滑に行うことができるようにな
っている。
【０１００】
　以上説明したように、上記第５の実施形態によれば、先端部６Ｂの周面上の所定の部位
に上記突状部４１を形成するのみで、内視鏡の円滑な挿抜操作や湾曲操作を行うことがで
きる。
【０１０１】
　なお、本実施形態においては、上記突状部４１を、先端寄りの側方視野照明窓１５より
もさらに先端側の一部位と、側方視野観察窓用ノズル２２よりも基端側の一部位とのそれ



(15) JP WO2016/190086 A1 2016.12.1

10

20

30

40

50

ぞれの部位に設けた構成例を示しているが、この例に限られることはない。
【０１０２】
　別の構成例として、例えば、突状部４１を側方視野観察窓用ノズル２２の近傍において
同ノズル２２よりも先端側または基端側の一部位のみに設ける構成としてもよい。この構
成とした場合にも、上記第２の実施形態と略同様の効果を得ることができる。
【０１０３】
　［第６の実施形態］
　上述したように上記第５の実施形態においては、先端部の周面上に設けられる構成部材
（１５，１３，２２）のいずれよりも最大外径寸法が「大」となる突状部４１を設けて構
成した例を示している。そして、上記第５の実施形態では、上記突状部４１を、先端寄り
の側方視野照明窓１５よりもさらに先端側の一部位と、側方視野観察窓用ノズル２２より
も基端側の一部位とのそれぞれの部位に設けた構成例と、側方視野観察窓用ノズル２２の
近傍に設けた構成例とを例示している。
【０１０４】
　上記突状部４１の形態については、上述の第５の実施形態に示す形態に限らず、他の構
成例も種々考えられる。
【０１０５】
　例えば、図１２，図１３は、本発明の第６の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部
を示す図である。このうち図１２は、本実施形態の内視鏡挿入部の先端部を拡大して示す
要部拡大断面図である。図１３は、図１２の［１３］－［１３］線に沿う縦断面図である
。
【０１０６】
　なお、図１２，図１３においても、上述の第５の実施形態（図１０，図１１）と同様に
、本発明の要旨となる構成部分のみを主に図示し、その他の構成部材についての図示は省
略している点等、その記載は、上述の各実施形態についての説明及び図示の形態に準じる
ものである。
【０１０７】
　本実施形態においては、先端部６Ｃの周面上から径方向外方に向けて突出し、かつ周方
向の全周に亘って形成される突状部４１Ｃを設けて構成した例を示している。
【０１０８】
　本実施形態において、突状部４１Ｃは、上記第５の実施形態と同様に、先端部の周面上
に設けられる構成部材（１５，１３，２２）のいずれよりも最大外径寸法（図１２の符号
［Ｈ］）が「大」となるように設定されている。そして、上記突状部４１Ｃは、先端寄り
の側方視野照明窓１５よりもさらに先端側の一部位と、側方視野観察窓用ノズル２２より
も基端側の一部位とのそれぞれの部位に設けた構成例を示している。
【０１０９】
　つまり、本実施形態における突状部４１Ｃは、周方向の全周に亘って形成されている点
が異なるのみである。その他の構成は、上述の第５の実施形態と同様である。
【０１１０】
　このような構成とした場合にも、上記第５の実施形態と同様の効果を得ることができる
。さらに、この第４の変形例においても、上記突状部４１Ｃは、側方視野観察窓用ノズル
２２の近傍のみに設けた構成としてもよく、その場合にも同様の効果を得ることができる
。
【０１１１】
　［第７の実施形態］
　また、例えば、図１４は、本発明の第７の実施形態の内視鏡の挿入部における先端部を
示し、本実施形態の内視鏡挿入部の先端部における長軸に直交する面の縦断面図である。
【０１１２】
　なお、図１４は、図１２の［１３］－［１３］線に沿う部分に相当する断面を示してい
る。この図１４も、上述の各実施形態についての図示の形態に準じる。
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【０１１３】
　本実施形態においては、上述の第６の実施形態と略同様に、先端部６Ｄの周面上に全周
に亘って突状部４１Ｄを設けている。この場合において、本実施形態における突状部４１
Ｄは、例えば一対の側方視野照明窓１５から出射される照明光の照射範囲や、若しくは側
方視野観察窓１３の視野範囲等を遮ることのないように考慮した形態としている。
【０１１４】
　即ち、当該第５の変形例において、先端部６Ｄの周方向に全周に亘って設けられる突状
部４１Ｄは、側方視野照明窓１５及び側方視野観察窓１３が配設されている部位の近傍に
おいて、径方向に凹状となる切欠部４１Ｄａを設けている。
【０１１５】
　つまり、突状部４１Ｄにおいて、側方視野照明窓１５及び側方視野観察窓１３に対応す
る部位の高さ寸法（頂部の最大外径寸法（図１２の符号［Ｈ］に相当する部位））を、他
の部位の最大外径寸法よりも「小」となるように設定している。
【０１１６】
　このように突状部４１Ｄにおいて、一部を切り欠いた切欠部４１Ｄａを設けることによ
って、側方視野照明窓１５から出射される照明光や側方視野観察窓１３の視野範囲を妨げ
てしまうことを抑止できる。そして、突状部４１Ｄを設けることによって、先端部６Ｄの
周面上の径方向へ突設する構成部材が、挿抜操作若しくは湾曲操作時に体腔内壁の粘膜に
接触することを避けることができるという上述の第５の実施形態と同様の効果を得ること
ができる。
【０１１７】
　なお、本実施形態における突状部４１Ｄの構成形態は、上述の第５の実施形態（図１０
，図１１）の突状部４１に対しても適用できるのは当然である。
【０１１８】
　［第８の実施形態］
　また、例えば、図１５，図１６は、本発明の第８の実施形態の内視鏡の挿入部における
先端部を示す図である。このうち図１５は、本実施形態の内視鏡挿入部の先端部の側面を
示す平面図である。図１６は、図１５の［１６］－［１６］線に沿う縦断面図である。な
お、この図１５，図１６においても、上述の各実施形態についての図示の形態に準じる。
【０１１９】
　本実施形態においては、先端部６Ｅの周面上において径方向に突出するように設けられ
る突状部４１Ｅを、側方視野観察窓用ノズル２２の近傍において、当該側方視野観察窓用
ノズル２２を周方向に挟むように一対配設するようにしている。この場合において、当該
突状部４１Ｅの最大外径寸法は、先端部６Ｅの周面上の各構成部材（１５，１３，２２）
のいずれよりも「大」となるように設定される。その他の構成は、上述の第５の実施形態
と略同様である。このような構成とした場合にも、上記第５の実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【０１２０】
　［第９の実施形態］
　また、例えば、図１７，図１８は、本発明の第９の実施形態の内視鏡の挿入部における
先端部を示す図である。このうち図１７は、本実施形態の内視鏡挿入部の先端部の側面を
示す平面図である。図１８は、図１７の［１８］－［１８］線に沿う縦断面図である。な
お、この図１７，図１８においても、上述の各実施形態についての図示の形態に準じる。
【０１２１】
　本実施形態における先端部６Ｆは、周面上において径方向に突設される一対の側方視野
照明窓１５，側方視野観察窓１３，側方視野観察窓用ノズル２２が長軸Ａｘに沿う方向に
並べて配置される点は、上記各実施形態と同様である。
【０１２２】
　本実施形態においては、これら各構成部材（１５，１３，２２）の配設される領域を含
む部位（符号６Ｆａ参照）を、先端部６Ｆの外周面よりも径方向に一段下げられて細径と
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なる形態に形成されている。つまり、上記各構成部材（１５，１３，２２）は、挿入部４
の先端部６Ｆにおける細径部分である部位（細径部位６Ｆａ）に配置されている。
【０１２３】
　この場合においては、先端部６Ｆの外周表面が、同先端部６Ｆの最大外径寸法となり、
上記各構成部材（１５，１３，２２）のそれぞれの最大外径寸法は、先端部６Ｆの最大外
径寸法よりも「小」となるように設定されている。
【０１２４】
　この構成により、本実施形態においては、先端部６Ｆの構成部自体が、各構成部材（１
５，１３，２２）が配設される部位（細径部位６Ｆａ）を囲むように配置される形態とし
ている。したがって、これにより、本実施形態においては、先端部６Ｆの構成部によって
、上記第５～第８の各実施形態で示す突状部に相当する機能が構成されている。その他の
構成は、上述の第２の実施形態と略同様である。このような構成とした場合にも、上記第
５の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１２５】
　［第１０の実施形態］
　次に、本発明の第１０の実施形態の内視鏡について、以下に説明する。図１９，図２０
は、本発明の第１０の実施形態の内視鏡を示す図である。このうち図１９は、本実施形態
の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断面図である。図２０は、図１９の矢
印２０方向から見た先端部の正面図である。なお、図１９，図２０においても、上述の各
実施形態についての図示の形態に準じる。
【０１２６】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。したがって、上
述の第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して、その詳細説明は省略し
、異なる部分のみについて、以下に詳述する。
【０１２７】
　本実施形態の内視鏡挿入部における先端部６Ｇは、周面上において径方向に突設される
一対の側方視野照明窓１５，側方視野観察窓１３，側方視野観察窓用ノズル２２が長軸Ａ
ｘに沿う方向に並べて配置される点は、上記各実施形態と同様である。
【０１２８】
　本実施形態においては、先端部６Ｇの一部領域を切り欠いて形成した一対の切欠部６Ｇ
ａを設け、この切欠部６Ｇａの平面部に上記各構成部材（１５，１３，２２）を配設する
ように構成した点が異なる。
【０１２９】
　換言すれば、先端部６Ｇの先端側の一部を切り欠いて形成される切欠部６Ｇａは、上述
の第７の変形例と同様に、先端部６Ｇの外周面よりも径方向に一段下げられて細径となる
形態に形成されている。つまり、上記各構成部材（１５，１３，２２）は、挿入部４の先
端部６Ｇにおける細径部分である切欠部６Ｇａに配置されている。
【０１３０】
　この場合においても、先端部６Ｇの外周表面は、同先端部６Ｇの最大外径寸法（図１９
の符号［Ｊ］参照）となる。上記各構成部材（１５，１３，２２）のそれぞれの最大外径
寸法は、先端部６Ｇの最大外径寸法（符号［Ｊ］）よりも「小」となるように設定されて
いる。その他の構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。
【０１３１】
　このように構成される上記第１０の実施形態においても、上記第１の実施形態と同様の
効果を得ることができる。
【０１３２】
　［第１１の実施形態］
　次に、本発明の第１１の実施形態の内視鏡について、以下に説明する。図２１，図２２
は、本発明の第１１の実施形態の内視鏡を示す図である。このうち図２１は、本実施形態
の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断面図である。図２２は、図２１の矢
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印２２方向から見た先端部の正面図である。なお、図２１，図２２においても、上述の各
実施形態についての図示の形態に準じる。
【０１３３】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。したがって、上
述の第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して、その詳細説明は省略し
、異なる部分のみについて、以下に詳述する。
【０１３４】
　本実施形態の内視鏡挿入部における先端部６Ｈは、その先端側の領域の外周面が先端に
向けてテーパ状に略円錐形状となるように細径となる傾斜面６Ｈａを有している点が異な
る。そして、テーパ状傾斜領域の周面上には、一対の側方視野照明窓１５，側方視野観察
窓１３，側方視野観察窓用ノズル２２が、長軸Ａｘに対して所定の傾斜角度を有する傾斜
面６Ｈａに沿って長軸Ａｘ方向に一列に並べて配置されている。つまり、上記各構成部材
（１５，１３，２２）は、挿入部４の先端部６Ｈにおける細径部分である傾斜面６Ｈａ上
に配置されている。
【０１３５】
　この場合において、先端部６Ｈの傾斜面６Ｈａから径方向に突設される各構成部材（１
５，１３，２２）の各最大外径寸法は、図２１に示すように、先端部６Ｈの最大外径寸法
（図２１の符号［Ｋ］）よりも「小」となるように設定されている。その他の構成は、上
記第１の実施形態と同様である。
【０１３６】
　このように構成される上記第１１の実施形態においても、上記第１の実施形態と同様の
効果を得ることができる。
【０１３７】
　［第１２の実施形態］
　次に、本発明の第１２の実施形態の内視鏡について、以下に説明する。図２３は、本発
明の第１２の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断面図である。
なお、図２３においても、上述の各実施形態についての図示の形態に準じる。また図２３
では、本実施形態の要旨を明確に表現するために、その形状を誇張して図示している。
【０１３８】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。したがって、上
述の第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して、その詳細説明は省略し
、異なる部分のみについて、以下に詳述する。
【０１３９】
　本実施形態の内視鏡挿入部における先端部６Ｊは、中程の領域が径方向に凹んだ形態と
され細径部分となる凹状領域６Ｊａを有して形成されている。この凹状領域６Ｊａは、図
２３に示すように、その断面において、先端領域から基端側に向けてテーパ状に細径とな
るように形成され長軸Ａｘに対して所定の傾斜角度を有する略円錐形状の傾斜面６Ｊｂを
有して形成されている。
【０１４０】
　上記凹状領域６Ｊａの傾斜面６Ｊｂの周面上には、一対の側方視野照明窓１５，側方視
野観察窓１３，側方視野観察窓用ノズル２２が、傾斜面６Ｊｂに沿って長軸Ａｘ方向に一
列に並べて配置されている。つまり、上記各構成部材（１５，１３，２２）は、挿入部４
の先端部６Ｊにおける細径部分である傾斜面６Ｊｂ上に配置されている。
【０１４１】
　この場合において、先端部６Ｊの凹状領域６Ｊａの傾斜面６Ｊｂから径方向に突設され
る各構成部材（１５，１３，２２）の各最大外径寸法は、図２３に示すように、先端部６
Ｊの最大外径寸法（図２３の符号［Ｌ］）よりも「小」となるように設定されている。そ
の他の構成は、上記第１の実施形態と同様である。
【０１４２】
　このように構成される上記第１２の実施形態においても、上記第１の実施形態と同様の
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効果を得ることができる。
【０１４３】
　［第１３の実施形態］
　次に、本発明の第１３の実施形態の内視鏡について、以下に説明する。図２４は、本発
明の第１３の実施形態の内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示す要部拡大断面図である。
なお、図２４においても、上述の各実施形態についての図示の形態に準じる。
【０１４４】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様である。したがって、上
述の第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して、その詳細説明は省略し
、異なる部分のみについて、以下に詳述する。
【０１４５】
　本実施形態の内視鏡挿入部における先端部６Ｋは、図２４に示すように、第３の実施形
態に示したような外表面上における各エッジ部にＲ面取り等が施されている側方視野観察
窓用ノズル２２Ｋについて、ノズルの頂部を突出させた形態としたものである。
【０１４６】
　本実施形態において、側方視野観察窓用ノズル２２Ｋの頂部は長軸Ａｘ周りの径方向に
突出する最大寸法（図２４の符号［Ｍ］参照）となるとともに、噴出口２２ａは、長軸Ａ
ｘ周りの径方向に突出するノズル２２の頂部の最大寸法（符号［Ｍ］）よりも短い径寸法
の範囲内となるように設定されている。
【０１４７】
　なお、このような構成とした場合、噴出口２２ａを長軸Ａｘ方向に向けて、即ち側方視
野観察窓１５の方向へ向けて斜めに洗浄液等の噴射を行うような構造にしてもよい。
【０１４８】
　また、本実施形態において、図２４に示すように、側方視野観察窓用ノズル２２Ｋの噴
出口２２ａの径方向における位置が、同ノズル２２Ｋの頂部と先端部６Ｋの最先端部の径
方向最大寸法とを結ぶ線（図２４において一点鎖線［Ｎ］参照）よりも径方向に小さい範
囲内に設けられるようにしてもよい。
【０１４９】
　このように構成される上記第１３の実施形態においても、上記第１の実施形態と同様の
効果を得ることができる。
【０１５０】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない
範囲内において種々の変形や応用を実施し得ることが可能であることは勿論である。さら
に、上記実施形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件に
おける適宜な組み合わせによって、種々の発明が抽出され得る。例えば、上記一実施形態
に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課
題が解決でき、発明の効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明と
して抽出され得る。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい
。この発明は、添付のクレームによって限定される以外にはそれの特定の実施態様によっ
て制約されない。
【０１５１】
　本出願は、２０１５年５月２５日に日本国に出願された特許出願２０１５－１０５６４
２号を優先権主張の基礎として出願するものである。上記基礎出願により開示された内容
は、本願の明細書と請求の範囲と図面に引用されているものである。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明は、医療分野の内視鏡制御装置だけでなく、工業分野の内視鏡制御装置にも適用
することができる。
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(24) JP WO2016/190086 A1 2016.12.1

【図２１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様の内視鏡は、被検体の内部に挿入される挿
入部と、前記挿入部の長軸方向の先端側に配設される先端部と、前記先端部の前記長軸周
りの周面上に設けられ前記被検体の第１の領域から第１の観察像をそれぞれ取得する一対
の第１の観察像取得部と、前記先端部の前面に設けられ、前記第１の領域とは異なる前記
被検体の第２の領域から第２の観察像を取得する第２の観察像取得部と、前記先端部の周
面から前記先端部の径方向に突出して設けられ、それぞれ１つの前記第１の観察像取得部
に向けて前記長軸に沿った方向に流体を噴出する噴出口をそれぞれ有する一対のノズルと
、前記先端部の周面から前記先端部の前記径方向に突出して設けられ、前記各第１の観察
像取得部及び前記各ノズルよりも前記先端部の前記前面に近い位置に設けられ、前記径方
向における最大寸法が前記ノズルの前記径方向の寸法よりも大きい一対の第１の突出部と
、前記先端部の周面から前記先端部の前記径方向に突出して設けられ、前記各第１の観察
像取得部及び前記各ノズルよりも前記先端部の前記前面から遠い位置に設けられ、前記径
方向における最大寸法が前記ノズルの前記径方向の寸法よりも大きい一対の第２の突出部
とを備えた。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の長軸方向の先端側に配設される先端部と、
　前記先端部の前記長軸周りの周面上に設けられ前記被検体の第１の領域から第１の観察
像をそれぞれ取得する一対の第１の観察像取得部と、
　前記先端部の前面に設けられ、前記第１の領域とは異なる前記被検体の第２の領域から
第２の観察像を取得する第２の観察像取得部と、
　前記先端部の周面から前記先端部の径方向に突出して設けられ、それぞれ１つの前記第
１の観察像取得部に向けて前記長軸に沿った方向に流体を噴出する噴出口をそれぞれ有す
る一対のノズルと、
　前記先端部の周面から前記先端部の前記径方向に突出して設けられ、前記各第１の観察
像取得部及び前記各ノズルよりも前記先端部の前記前面に近い位置に設けられ、前記径方
向における最大寸法が前記ノズルの前記径方向の寸法よりも大きい一対の第１の突出部と
、
　前記先端部の周面から前記先端部の前記径方向に突出して設けられ、前記各第１の観察
像取得部及び前記各ノズルよりも前記先端部の前記前面から遠い位置に設けられ、前記径
方向における最大寸法が前記ノズルの前記径方向の寸法よりも大きい一対の第２の突出部
と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端部の周面に一対の前記第１の観察像取得部を挟んで前記長軸方向に沿ってそれ
ぞれ一対ずつ設けられ、前記被検体の前記所定の領域を照明する照明部を、さらに有する



(26) JP WO2016/190086 A1 2016.12.1

ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記先端部の周面において、前記挿入部の長軸方向に、前記先端側から一対のうち一方
の前記第１の突出部、一対のうち一方の照明窓、一対のうち一方の前記第１の観察像取得
部、一対のうち他方の照明窓、前記ノズル、一対のうち一方の前記第２の突出部の順に並
べて配置することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記噴出口は、前記先端部の径方向に突出する前記照明部の最大寸法よりも小さい寸法
の範囲内に設けられていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記第１の観察像取得部と、前記ノズルと、前記第１の突出部と、前記第２の突出部と
は、それぞれ前記長軸を挟んで一対ずつ設けられることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡。
【請求項６】
　前記先端部は、一部分が細径に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡。
【請求項７】
　前記ノズルは、前記挿入部の前記先端部における細径部分に配置されていることを特徴
とする請求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記第１の観察像取得部は、前記第１の観察像を光電変換する第１の撮像部をそれぞれ
備え、
　前記第２の観察像取得部は、前記第２の観察像を光電変換し前記第１の撮像部とは異な
る第２の撮像部を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
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【国際調査報告】
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